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	同封別紙（１）　『平成１９年度研究活動テーマ一覧』をご参照下さい。
	ユニシス研究会ホームページ　http://www.yuni-ken.gr.jp/　でもご覧いただけます。
	ユニシス研究会会員
	① 本年度研究活動費として、１企業あたり　￥15,000　を申し受けます。
	② 活動のための会場費、交通費及び旅費などの経費は、参加会員の負担とさせていただき
	ます。
	ユニシス研究会ホームページ http://www.yuni-ken.gr.jp/　からお申し込みください。
	※ 　　　　　※お申し込みにあたりご提供いただいた個人情報は、研究活動に関するお問い合わせ
	※ 　　　　　　　やご相談に対して回答するため及び各種ご連絡やご案内のためなどユニシス研究会
	※ 　　　　　　　活動の目的に限定し、利用させていただきます。
	① 研究チームを、原則、定員６名として編成します。
	※場合により、第２希望テーマでの研究活動をお願いすることがありますので、予めご了
	承ください。
	② ビジネスコミュニティとマネジメントコミュニティは、原則、東京地区での活動となります。
	※東京地区以外から参加される場合、テレビ会議システムでの参加も可能です。
	※コーディネータとアドバイザー（日本ユニシスグループ内専門家及び外部講師）が中心と
	なり、運営を進めさせていただきます。
	③ グループ研究は、チーム編成が成立した支部での活動となります。
	※基本的に参加メンバーの自主運営となりますが、テクニカル・アドバイザー（日本ユニシスグループ内専門家）が活動を支援致します。
	※活動のための会場選定と設営は、参加メンバー企業施設の持ち廻りを原則としますが、日本ユニシス社施設も利用可能です。
	① 本年６月より来年１月までの研究活動で、この間、８～１５回程度の会合を見込みます。　
	※必要に応じて合宿研修の形態をとる場合があります。
	※定例の会合のみならず、活動に伴う諸準備作業が発生致しますので、スケジュール調
	整など、予めご配慮をお願いします。
	② 東京地区での『第１回目の会合』は発足式を兼ねて、本年６月１２日（火）午後を予定しておりますが、詳細は参加申込みを承った後、Ｅメール等でご案内致します。
	※東京地区以外の発足式は、各支部よりご連絡致します。
	③ 来年１月末までに、活動成果を「研究活動報告書」として提出していただきます。
	※その後、来年３月初旬開催予定の「研究活動発表会」の準備（プレゼン資料作成など）をしていただきます。
	ご報告（ご発表）いただいた研究活動成果（研究活動報告書、プレゼン資料など）の著作権は、著者に帰属致しますが、著者は、ユニシス研究会が主幹する「機関誌など刊行物への掲載」、「WEBサイトへの掲載」など、ユニシス研究会としての研究活動成果配布に係わる一切の権利（個人名・会社名・所属先の公開を含む）を、ユニシス研究会に無償で許諾するものとします。

